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１．目 的 

 近年、南湖では水草の繁茂による DO の低下

や航行障害等の漁場環境の悪化が問題となっ

ている。水草繁茂の原因の一つとして、底泥

に蓄積した栄養塩があげられている。対策に

は、これら栄養塩の除去を目的とした浚渫や

底質改善を目的とした覆砂が考えられるが、

その効果を検証した例は少ない。本調査では、

水草対策としての浚渫や覆砂の可能性を探る

ことを目的に、浚渫や覆砂を想定した底質を

用いてコカナダモの成長試験を行った。 

２．方 法 

 成長試験は、アクリルパイプ（厚 2mm、内

径 44mm）で採取した赤野井湾沖の底泥コアサ

ンプルを用い、底質条件の異なる 3 つの試験

区（対照区、浚渫区と覆砂区）を設けた。対

照区は採取した底泥をそのまま、浚渫区は表

層から 20cm を除去した底泥を、また覆砂区は

底泥を砂（中央粒径値 0.6mm）で厚み 5cm と

して覆ったものを用いた。 

試験区ごとにパイプを 4 本ずつ用意し、コ

アサンプルの厚みをパイプ下部から 10cm と

して、その上に水位が 20cm となるように湖水

を注水した。コアサンプルと湖水を満たした

パイプ内にコカナダモ（平均湿重量 0.29g）

を植栽し、コカナダモが水面付近に成長する

までを試験期間として、試験終了時までの成

長を調べた。 

なお試験は、温度を 25℃に設定した恒温器

内で行った。恒温器内上部には蛍光灯を設置

し、試験中は明期 12 時間、暗期 12 時間とな

るように設定した。また、光条件を揃えるた

めにパイプの位置を 1 日毎にローテーション

した。（写真） 

 

３．結 果 

試験開始 11 日後にはコカナダモが水面付

近まで到達する試験区が見られたため、そこ

で試験終了とした。 

コカナダモの成長は、相対成長速度（RGR）

で評価した。RGR=（lnW2-lnW1）/（T2-T1） 

【T1:試験開始日、T2：試験終了日、W1：T1

の湿重量（g）、W2：T2 の湿重量】 

対照区、浚渫区および覆砂区の RGR の平均

値は、0.03 g/g/day、0.01 g/g/day および 0 

g/g/day であった。このことからコカナダモ

の成長は対照区、浚渫区および覆砂区の順に

良かったと考えられる。よって浚渫や覆砂に

はコカナダモの成長を抑える効果が期待でき

ると考えられた。 

 ただし、本試験で得られたコカナダモの

RGR は、過去に調べた値（0.14g/g/day）と大

きく異なっており、今後は条件を変えても同

様の傾向が得られるか検討する必要がある。 

また、仮に浚渫や覆砂を行った場合、どれ

位水草を抑える効果が持続するのかという点

についても検討する必要がある。 

 

（写真）恒温器内の試験の様子 
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